
コロナ下でも、困窮者を救う 

食で「いのち」を支えます  

車の無い方には配達サービス 

 

フードサポートましき 

 

 

一般のフードバンクは、障がい者施設・児童施設を対象にしたものですが、「フード

サポートましき」は、「困窮者個人を食で救おう」というものです。 

 

コロナ禍で、たくさんの方が、収入減や解雇の憂き目にあっています。昭和 20 年こ

ろの農業人口は 50％あり、貧しくとも飢えることは避けられましたが、今日、農業を

含む一次産業の比率は 4％（H27 国勢調査）で、お金がないと「食べ物」が、手に入り

ません。 

 

 町のみんなでアイデアを出し合って、みんなで困窮者を支えましょう。最悪の状況を

回避すべく、「食品ロスとなって捨てられている」部分を、「困窮者に利用して頂く」仕

組みを作りませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フードサポートましき 
 

住 所：〒861-2235 益城町福富 822-203  

電 話： 090-9070-6846 

FAX ： 096-286-3434 

メール： mashiki2018@nifty.ne.jp 

時 間： 24 時間対応 


